
株式会社ジャルクにソ
2024年度 環境経営レポート
(対象期間:2024年 4月 !日～2025年 3月 3:日 )
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産業廃棄物の処理 !

手分解・ 手選別でリサイクル !
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代表あいさつ

近年、環境関連の法改正や新法制定が盛んに行われています。
引き続き注目されているのはプラスチック問題であり、既に施行されている
『再資源化事業高度化法』でも重要な取 り組み項目として挙げられています。
さらには、これから大量に排出されるであろう太陽光パネルのリサイクルや
紙おむつのリサイクルも重要度を増 していくでしょう。
廃棄物関連の改正や新法でよく議論されるのが、設計・製造時点では、その後の
処理のことを考えて設計・製造されていないということです。
それ故に、有害物質や環境汚染の問題が廃棄処理の時に浮上するのです。
そして、益々法律は厳 しくなります。
現在は、 リユースやリサイクルを考慮する設計にしていきましょうという流れに
なつており、努力義務として定めている法律もあります。

我々ジャルクでは、手分解手選別による高いリサイクル率を誇っています。
機械だけではない、人の手による丁寧な分別によるものです。
また、適正処理は生活環境や地球環境の汚染を防ぐことにも繋がるという高い意識
を社員一人一人が持ち、それを排出事業者であるお客様へ還元することで、お客様
の適正処理並びにリサイクル率アップにも貢献 しております。

エコアクション21での課題にも、社員全員で取 り組んで参 ります。
しかし、難 しいのは社員全員への教育や意識付けです。
年々社員も増え、企業として大きくなっていくことは喜ばしいことですが、人数が
増えれば増えるほど、周知徹底が困難になります。
大切なのは繰 り返 しコミュニケーションを取り議論をし、教育をしていくことです。
社員が同じ方向を向き、地球にも、お客様にも、社内の仲間にも、感謝の心を持って
接 していくことが出来れば、その感謝はいずれ自分自身に返つてくるものだと
実感 しております。

これからもジャルクは、感謝の心を持つて地球・お客様・社内の仲間と接 し、
地球 。人類の未来のためにエコアクション21に取 り組んで参 ります。
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株式会社ジャルク

環 境 経 営 方 針

環境理念

株式会社ジャルクは、地球規模の環境保全が人類共通の課題の一つである
認識 し、当社の事業活動、サービスの全ての活動において「自然 との調和
考えながら、地球環境にやさしい企業を目指 します。

スローガン

人は地球のパー トナー  限りある資源を限りなく活用

行動指針

当社は、廃棄物 リサイクルを通じて、母なる地球の限りある資源を、地球にやさしい方法
で限りなく再生する事業を未来に向けて展開していきます.

事業活動を推進するに当り、 「資源との共生」と「環境汚染の予防」を経営の最重要課題 と
して、「自然との調和」を考慮 した企業活動を行います。

1,そ の実行 と成果を確実にす るため、エ コアクシ ョン21に準拠 した環境マネイジメン トシス
テムを構築 し、環境 目的 。日標の設定 とレビューを行いつつ、システムと環境パフォーマン
スの継続的改善を図 ります。

2,事業活動に関する環境影響の うち、次の項 目を最優先に取 り組みます.

①廃棄物のリサイクル化の向上を促進します。

をと

を

こ

ｊ

②当社が使用しているエネルギー (電力)の使用量を削減します。

③化石燃料の使用量を削減します。

回 日 圏

日
④排水量を削減 します。

日
⑤環境に資するサービスを提供 します。

団
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3,環境に関する法規制及び当社が同意するその他の要求事項を順守 します。

4, この環境経営方針は、文書により全従業員に周知徹底すると共に-li失 にも公開しますn

制定日 :2017年 11月 1日

改訂 日 :2024年4月 1日

株式会社ジャルク
代表取締役  正木 良昌
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□組織の概要

(1)名称及び代表者名

名  称: 株式会社 ジヤルク

代表者名: 代表取締役 正木 良昌

(2)所在地

本社
大阪府大限市中央区南本町2丁目2番11号

更新 日 :2023年5月 2日

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 :管理部部長 中岡 晃稔

担当者 :管理部   堀内 佳世子

T E L:06-6265-3373

本社業務は、人事管理や

営業活動、産業廃轟物

処理やキツティングに

関する相談憲口等、

多岐にわたります !

ご相談お待ちしてます !
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工場 (ワークス紀ノ川)

和歌山県橋本市神野々202‐1

9〒

や
ワークス紀ノ川工場では、産業廃睾物の処理に

関わる業務全般を行つています !さ らに、OA機

器のHDDデ ータ消去や倉暉保管業務、工場兒学

等も行つています !

T E L:0736-39-0006

丁 E L:050-3530-5746

東京支店
東京椰大田区平和島3‐2‐21
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(4)事業内容

①産業廃棄物収集運搬業・中間処理業
箱車により確実に施錠し、飛散・流出
することなく産業廃葉物を運搬 !

主に機械類の破砕、手選別処理を行い、
リサイクル率をじP:

②パソコンキッティングサービス
機器導入から廃棄処理まで一気通貫サポート!

OA機器の現地導入から適正処理まで複数

作業をパッケージ化し、一括でお任せ !

ヽ

③産業廃棄物処理についてのコンサルティングサービス
廃棄物処理法及び廃棄物を処理するにあたつて、関連する

法律まで幅広く相談にのります。実務的な勉強会も好評 :

また、時代に合わせてZ00MでのWEBセミナーも開催 !
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(5)事業の規模

法人設立 1999年 5月 13日

資本金 2.900万 円

売上高 4億円(2024年度)

事業年度 毎年度 4月 ～3月

ジャルクの従業員と延べ床面積のご案内

従業員 15名

本社

延べ床面積 145.44m

従業員 13名

ワークス紀の川

延べ床面積 1,904nf

従業員 17名

東京支店
延べ床面積 268ni

従業員 45名

合計

延べ床面積 2317.44m

毎年社員数を徐長に増員し、次世代を

育てて持続していく企業を目指します。

収集運搬量 処分量

中間処理量 764

うち再資源化量 631682

最終処分量

‥
―
―
―
▼私たちに

お任せください !

中間処理後の産廃の処分量

133

うち再 貧源化量

(廃 プラスチック類混 合物+

廃 プラスチック類 )

94

うち最終処分量
(管理型混合廃棄物)
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1.05tト ラック車

2.9tトラック車

2.6tトラック車

0.5tトラック車

この5台で頑張つて引取りに行つてます 1

f 5ミ
lフ

ンク車

00
名 称 台数 備  考

破砕機
(形式DN-180-450)

1基

能力 :0巧 6tハ  23kW

処理品日

(廃ブラスチック類、金属くず、がうスくず )
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破砕機
(升′テにRZS-1000G)

1基

能力 :3.8t/h 7.5kW

71)」 11FI十 日

(廃プラスチツク類、金属くず、がラスくず )

産業疑繁雪の様替えの

ための保管上錮

産 業 廃 繁 物 保 管 に関 する 鶴 示饉

a  繕  に

許 可 墨 号

暉,つ ■,ックロ・ t“ く,
ほく
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なく,・ コ●く,

,ラ スく,■ ●口疇●く,
■ 嗜 くす
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ワークス紀の川工場 【積替え保管施設容量】

保管面積  高さ

8231督 × 5m

=4,115ポ

■■L

これが積み替え保管
施設の保管上限です !
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□認証口登録の対象組織 口活動
登録組織名 :    株式会社 ジャルク
対象事業所 :    本社

ワークス紀の川工場
東京支店

活動 :       産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業 (中間処理)

産業廃棄物処理についてのコンサルティングサービス

園環境経営組織図及び役割・責任口権限
【環境管理実施体制図】

更新 日 :2023年4月 3日

〔認証登録範囲〕

全従業員
・環境目標や環境方針・法令の理解を深め、重要性の自覚
・決められたことを遵守し、積極的に環境活動へ参加

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営システム(PDCA)の 構築、実施、管理
・環境管理事務局員を任命

・環境管理責任者の補佐
・計画の実施や取組状況の確認、環境経営レポートの作成

本社
の 川

(工場 )

ワ
東京支店

管理部 営業部

□許

収集運搬に関しては、水銀使用製品産業廃棄物を含む。
上記全ての許可において、優良認定適合。

種類 都道府県 許可番号
許可の
年月日

許可の
有効年月日

廃
プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

箱

金

属

く
ず

ガ

ラ

ス
く

ず

・
コ

ン

ク

リ
ー

ト

く
ず

及

び

陶

磁

器

く
ず

木

く
ず

ゴ

ム

く

ず

紙
く
ず

繊
維

く
ず

汚

泥

和歌山県 第03012079716号 平成31年 1月 11日 令和フ年12月 3日 ● ● ● ● ● ● ●

1 大限府 s02'l0oo]s'l16+ 平成31年 1月 10日 令和8年1月 9日 ○ O ○ O 〇 O
兵庫県 第02804079716号 令和1年 11月 1日 令和8年 10月 31日 ○ ○ ○

京都府 第026010フ 9716号 令和4年4月 18日 令和11年3月 6日 ○ ○ ○ ○

奈良県 第02900079716号 平成31年 1月 17日 令和8年 1月 16日 ○ ○ ○ ○ O

産業廃棄物収集運搬業

滋賀県 第02501079716号 令和10年 2月 1日 ○ ○  ○

産業廃棄物処分業
(中 間処理 )

和歌山県 第030220フ 9716号 平成30年 10月 26日 令和7年 9月 6日 O 〇 ○

ノin々c

令和3年 2月 2日



産
業
廃
棄
物

（廃
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク

・
金
属
く
ず

・
ガ
ラ
ス
く
ず
混
合
物
）

【受託 産業廃棄物処理フロー】

【自社 廃棄物処理フロー】

〔本社部門〕

自
社

収
集
運
搬

他
社

収
集
運
搬

持
ち
込
み

自
社
　
中
間
処
理

（破
砕
機

口
破
砕
）

・
手
分
解
選
刷

自社運搬プラスチ

"類
(素材) 売却(資源化 |」 サイクル)

プラスチック類帳 合, 自社運搬 他社 中間処理(焼却)

非鉄金属類 自社運搬 売却(資順化 :_」 サイクル〕

金属くず 他社運搬 売却(資源化リサイクル)

基板委日 他社運搬 売却 (レアメタル回収)

他社運搬 他社 最終処分(埋立〕
廃プラ・金属ぐず
ガラスくず(混合)

乾電池 自社運搬 他社 中間処理(破砕・焼却)

蛍光灯 自社運搬 他社 中間処理(水銀回収)

紙くず 他社運搬 売却(資源化 |」 サイクル)

聖き缶、空き■洋ボい,

メ五カタ類〔弁当がラ) ■ル集積場所^持込

一般廃棄物収集運搬業者が

回収、タリーノセンターヘ持ち

込み (焼却)

動 :|力性残潜(残飯等)

自社運搬で工場へコピー紙、グレポール 工場部門の処理フローヘ

〔工場部門〕

空き缶、空きイット市`ト ル

プラスチック類(弁当rラ ) 自社運搬
橋本市クリーンセンターヘ

持ち込み (焼却)

動物性残潜(残飯等)

乾電i也 自社運搬 |ヤニ社 中間処理(硼砕・焼却)

蛍光灯 自社運搬 他社 中間処理 ('l:銀 回 11?〕

コピー紙、ゲンポール 他社運搬 売却(資源fLリ サイクル)

」aFc



項  目 単位 2022年度 2023年度 2024年度

二酸化炭素総排出量
kg~C02 71,693 72,479 67、 694

受託収集運搬量
トン 503 033 682

受託中間処理量
トン 628 683 764

受託最終処分量
トン

廃棄物排出量
トン 126 125 90

一般廃棄物排出量
トン 1.42 1.33 1.28

産業廃棄物排出量
トン 125 124 89

水使用量
110 106 107

※関西電力 kg―C02/kWh
※二酸化炭素総排出数には、環境経営目標にない液化石油ガス(LPG)も含む

2022年度 2024年度

基準値 通年

2025年度 2026年度

“

罠 目

(基準年) (目 標) (実績) (目 標) (目 標)

kg―C02 17,581 17,229 16,637 ○ 17,229 17,053
電力による二酸化炭素
削減

基準年度比 2022′官三‐ 98% 95% 98% 97%

kg―C02 50,930 49,911 51,056 × 49,402 48,892
自動車燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比 2022`年 1 98% 100% 97% 96%

上記二酸化炭素排出量合計 kg―C02 68,510 67,140 67,693 66,631 65,946

kg 1,422 1,351 1,284 〇 1,251 1,237
一般廃棄物の削減

基準年度比 2022年 95% 90% 8896 87%

% 78.5% 80.1% 83.2% ○ 80.9% 81.6%
受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

基準年度比 20221ニ 102.0% 106.0% 103.0% 104.0%

110 107 107 106 103

水道水の削減

ゴ

|■

「

|¬」 L 2022年 97% 97%

×

96% 94%

勉強会開催 ○

サー ビスヘの環境配慮
シ・

"夕

通信
及び″ラインセ
ミナー開催 2022年

セ ミナー
の録画配

1言

計3回の録
画配信

時
|

会場及びWEB
セ ミナー同

開催
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標 :○達成 ×未達成
活動 :◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかつた ×全くできなかった

を検討している。

電力 (kWh)目 2022年 国2024年
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2024年度は電力削減に力を入れました !
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X 1社あたりの引き取り量は減少傾向にあるが、全体の運搬量は増加して
いる。よつて、引取り回数が増加し、軽油が増えた。今後も引取り件数を
増やしていく動きをしているので、軽油は2025年度も増加する予定。しか
し、その分チヤーターではなくルート配送を増やし、軽油削減に努める。

アイ ドリングストップ △

効率的なルー 1ヽ で理
の

取組紹介欄
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効率よくスケジュールを組んでガソリン
減少 !
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:0月 12月
259 1!1 249 184 22` 185

159 117 83 175 17 156 195

取組紹介欄

1社あたりの排出量が減少し、
引取り件数が増加しているため

軽油使用量は増加…

、1
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軽油 (L) 口2022年 口2024年
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1.588 963 1.260 31 0′ 1.361 .464 1.656 1.100 1.429 2.125

1.253 1.766 1_89〔 1_546 1.799 1.061 1.251 1.828

」a」層,c

10

ので、

‖
ll

L

コ
ロ
コ
■
■
■



1・
||| I Ⅲ I噌

'|

○ 会計ソフト導入でも印刷物の削減を実施、またセミナーもWEBヘシフトし
たことで、テキイストの印刷が削減されており、全体的に減少傾向であ
る。今後、紙請求書送付の削減等進めていく。

守別 の徹 カ △

'|4tVY' の

l「」刷物の
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取組紹介欄

Э ヽ
4

′

′

→

●口■口

“

●
`

一般廃棄物 (kg弊 022年 国2024年

口
硼
翻
田
硼
硼
硼
田
ロ
ロ
■
　
ヽ

ｎ
田
Ｌ
■
■̈
■
■
■
■
■
■
■
甲
　
ヘ

ー
ー
Ｌ
田
■
口
■
■
■
■
■
口
　
も

腑
＝
田
劉
田
口
置
田
ロ
ロ
　
ヽ

200

150

100

50

0

■
旧
ロ
ー
ー
ー
日

ゞ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ⅲ
田
■
Ⅲ
■
■
口
　

ヽ

認
田
Ш
園
糧
口
日
目
ロ
ロ
　

ν

１
脂
旧
旧
■
■
■
■
■

順調にペーパーレス化進んでます !

4月 6月 9月 10月  1 11月 12月  1 1月
110 100 131 130 100 136 1291  111 1021 102 105 147
99 99 101 105 11 11( 1191  111 1071 97 90 135

数値目標 ○ 今年度は安定してほぼ80%以上の高水準でリサイクル率を保つている。
受話する廃棄物の内容でリサイクル率に変動はあるが、分別の見直し
や素材の売却先開拓は都度行つており、今後も継続してリサイクル率を
あげてい〈。

排出先の分別徹底の依頼 〇
。選別の徹底 ○

取組紹介欄
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売却先を増やし、リサイクル率があがる
よう頑張つてます !

5月 9月 10月 11月 12月  1 1月 2月 3月
78.6 87.4 87.3 83.1 87.1 77.51    77.5 80.9 69_.

89 76.5 82.9 87.9 80.1 85 76_( 80.61    77.9 79.9 79.6

X 年度初めは呼びかけをするので使用量が抑えられるが、中盤は徐々に
多くなつてくる。来年度はこまめに呼びかけを行い、年間を通して節水に
取り組む。

シー ル の ス 0
。こまめな蛇口開閉 △

取 組紹介欄
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サービスヘの環境配慮 t'. , I 口 11 FI[|.|■  |||I II I I三
 
「

1.i[|.
・最新の法律や世界情勢を反映させた
ジャルク通信

・排出事業者に向けたセ ミナーの実施

0

○

年4回のジャルク通信は引き続き継続し、法改正情報等を発信している。
セミナーは、実際の事件を基に解E,ι する事件事例セミナーを中心に開
催ぅ実際の事件での環境汚染問題も交えての解説は、よリリアルに伝わ
るので、今後も継続していく。また、今期開始した録画配信を3回 開催。

ジャルク通信はジャルクスタッフ

皆で内容を考えています !勉強に

なりますと大好評 !

りませんでした。
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□環境関連法規等の連守状況の確認及び評価の結果,並びに違反=訴松の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

て い し

違反

適用 され る法規制 適用 され る事項 (施設・物質 。事業活動等 )

廃棄物処理法 (産 業廃棄物) 産業廃棄物 (金属クス
｀
、廃プラ、ガラスくず )

廃棄物処理法 (特別管理産業廃棄物) 特別管理産業廃棄物 (バ ッテ リーー:廃酸)

和歌山県公害防止条例施行規則による

規制基準

[騒音に係る排出基準 ]

破砕機 (上石または鉱物用の破砕機が対象 )

※使用破砕機は廃ブラスチック、金属くず、ガラスくず用の為

対象外

消防法 (火 災予防条例 )

全てにおける火災の発生
発泡スチロールの保管 (20ぷ未満なので適用外)

プロン排出抑制法 業務用空調機等のフロ1ン回収作業

浄化槽法 浄化槽維持管理

ボリ塩化ビフェニル廃棄物の適Iな処
理の推進に関する特別措置法

PCB廃棄物における仲介業務
※低濃度

オ|1歌 山県産業廃棄物越境移動に関する
指導要綱

県外からの越境移動における中請

高圧ガス保安法 業務用空調機等のフロン回収作業

和歌山県公害防止条例施行規則 による

規制基準

[一般粉 じん係る届出施設 ]

破砕機 (鉱物、岩石又はセメントの用に供するものに限る)

※破砕機 (対象品日外)

特定家庭用機器再商品化法
特定家庭用機器
(エ アコン、冷蔵庫、テレビ、洗濯機)

古物営業法 品物の買収

プラスチック資源循環促進法 プラスチック排出時の分別及び排出抑制

υ)
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定:火災の発生

■実施 日 : 202 13

■参加者 : 中岡、古川、秋田、性野、堀内、小昔、
久保岡、大石、山田、木 /本

■実施場所
■実施内容 :

・通報訓練、1肖 火訓練、避難訓練
■評価 :

自主訓練を行った。責任者による消火器の位置や使い 確認。

■実施状況の様子
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緊急事態の想定 の

6日■ 日 : 2024 ■ ワー クス の ‖

■ 嫌力|| 本田、岩田、水日、谷口、辻本、
大越、増田、奥村、松本 通報訓練、消火訓練、避難訓練

更の必の.||| □ り □ な し
自主訓練を行った。水消火器が使用できないため、実 の消火 で 1 による

■i'F

■実施状況の様子

緊急事態の想定 :火災の発生

■実施 FI: 2021年 9月 10H ■実施場所 東京支店

■参加者 : カロ藤、猿渡、林、小林、砂畑、関、人
巻、山田、藤本

■実施内容 :

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

■評価 :

自t訓 練を行った。責任者による消火器の位置や使い

の 必の し□ あり И
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く情 報> く見直 し・指示 >
◇自社を取り巻く環境問題の変化

(社会的情勢、利害関係者の要求等)

新しい環境法今への対応。 環境経営方針の変更はしない。

◇環境経営方針

◇環境経営目標・計画の達成状況

自動車燃料は未達成であるが、引き取り件
数増加によるもの。

◇環境経営目標・環境経営計画

変更はしない。

◇その他 (利 害関係者からの苦情・要請等、環境上の問題点等 )

特に問題なし

「三り

に_′

◇実施体制他

次年度も継続していく。

2024年度は、特に電気使用量削減に力を入れたので、結果が現れている。また、リサイクル

率は常に見直しをしているので、年々アップしている。その他、会計ソフトを導入し、営業が作成
する請求書との連携を図ったことによリー般廃棄物の削減にも繋がった。
対して軽油使用量は増加。全体の収集運搬量が増加していることもあるが、排出事業者 l社あ
たりの排出量が減少傾向にあるのも要因の |つである。!社あたりの排出量が減少しているこ
とに伴い、今後はルート便で対応できるお客様にはチャーターではなくルート便で対応すること
を進めていく。
今後は太陽光バネルのリサイクル義務化や再資源化事業高度化法の対応等、益々リサイクル
について法律が整備されていく。時代の流れ、法律の流れにいち早く対応していく。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

工場内を革むしり !

日 5月 9日

工場内のペンキも塗りなおし♪
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口これまでの環境活動の紹介
【檀林】

盟 田 囮 日 日 目 目
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【コンシェルジュサービス①】

団 圏 日 国
コンシェルジュサービスとして、お客様である排出事業者に向けて勉強会を開催しています。
無料相談や法改正時のセミナー等幅広く対応 !

現在ではZ00Mを使用したWebセミナーも開催し、多くの反響を得ています。

サービスモO①

サービスそのO

コンシェルジュサービスは、お客様からのご相談を頂いて成長して

きました !自信を持つておすすめ出来るサービスです !

ワ

幅広く利用されている無料サービス

聟饉爵 《コンシェルジュ会員ご登録特典 !》

僣員①
大好評 !廃桑物処理法の勉強の

入り口にぴったりな『廃棄物処理法

無料セミナー』!

WEBでも開催しているので、
色んな場所からご参加可能 !

欄VⅨD
廃棄物に関する日頃の疑間や運用について、無料相談サービス !

ぜひお気軽にご利用下さい♪

新任の方～ベテランの方まで対応した有料勉強会

《より詳しく勉強したい方は !》

合同勉強会

1.少人数制
2.基礎知識～応用まで
3.オ リジナルのテキスト

何より少人数制で質問のしや
すさが特徴 !

処理業者ならではの、実務に

即した視点の内容です !

〆 ´

●
響

‐

1.幅広い方が受講可能
2。 会社ごとに沿つた内容
3.テキストをカスタマイズ

事前に打ち合わせを行い、

受講される事業者様の疑問や

業務に沿つた内容で、より

実践的な勉強会です !

16
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【コンシェルジュサービス(②】
2024年 度は、大好評の事件事例セミナーを中心に契約書やマニフェストセミナーと充実したラインナップでした。
また、録画配信も行ったりと、新しい試みも試しています。
そして、2025年 度1回 目のセミナーは対面とWEB同時開催です !

どのセミナーも好評なので、録画配信もしながら多く開催できるよう頑張ります 1

事僻事ロロ籠セ三十―VOヒ :

・ 廃棄物違反事例～笙細なことから事件へ発展 !?～ 、.

i I .i_. r
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L轟 111ゝ 粛
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この事件に関しての解説

イン ト～ばれないのでは'と いう意譴～

VOLlは 、排出事業者が起こした事件を挙

げて解説。

ばれなければ大丈夫だろう、違反と知らな

かつたといった意識の低さや知識不足が

招いた事件が中心です。

夢僻亭鋼解説セ三十一VOL2
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VOL2は 、処理業者が起こした大きな事件を

挙げて解説。

処理業者の違反からどのように排出事業者

まで及んだのか、排出事業者にどのような

罰則や命令が下つたのかを扱った事件です。

辱]イ牛 liイ ン ト～撤去要議に応しなかつた故の行政命令ヽ

V̂

=…

…'

苺 去  11=五 命令 ,

目
ロ

アンケートでも、
口全体像や学ぶべき点が見えないことも多いので、非常にありがたい講演です
・単なる座学に終わらずリアリティのある理解の進むセミナーでした
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年4回 (1月 、4月 、7月 、10月 )お客様である排出事業者に向けて発信 !

ジャルク通信ではお客様に関わる法律や法改正の解説、その他ジャルクでの様々な活動を掲載し、ジヤルクをより知つて
もらうことや、排出事業者への啓蒙活動を目的としています。
処理業者として、お客様がどのようなことで困つているのか ?といつた目線で作成しており、ジャルク通信の作成を通して、
社員の勉強や信頼関係を築く上でも重要な役割を果たしています。

日

【ジャルク通信】
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ジヤルク通信の編集長をさせて頂き早くも4年が過ぎました。

私が編集長になり、始めたのは『廃棄物ちょこっとクイズ』です。

毎回メイン記事に関するちょつと知つていると役立つ(と思っている)

クイズです。クイズ内容は若手社員が頑張って考えてくれています。
お客様からよく相談されることや、最近自分が知った知識等

頭をひねつて〈れているんです。

そんな努力の結晶であるクイズも含め、楽しみながら読んで頂け
れば嬉しく思います。     【ジヤルク通信編集長 :堀内】

半分は法改正やお客様に関わる法律

を掲載しています。
勉強になるとかなり好評 !!

CЭ

イベントやメイン記事に関わるクイズも好評 !

クイズの回答はHPに掲載してますが、いつ解答が載るんですか?
と待ちわびて頂いているお客様も♪
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【コラム】

団 田 日 目

ジャ′Lクの コラム

2023年 3月 より、排出事業者に役立つコラムをHPに開設 I

コンプライアンスや環境問題等、皆さんが知りたい :役立つ !様々な内容を掲載しております。

ヽ                     .

＼大 好 評 ! !/

CCCCCCCCCCCCCC
・廃棄物とは

0排出事業者責任について

・産業廃棄物適正処理の流れ

・産業廃棄物処理委託について

。よくある違反例

・過去の事件例

・新法・法改正について

“

■■■■■■L

●  ●
C

ゝ ノ

|  )

コラムヘのアクセス数増加やセミナ…

の新規申込等嬉しい効果が !

今後、実際の事件事例や指摘され

やすい事例をご紹介 !

HPのポップアップバナー
力らも入れるよ

|。
。

産業廃棄物の基礎知識から

新法や法改正まで、役立つ

情報が盛りだくさん !

現役の処理業者の経験と

知識を活かした実務に役立つ

コラムです。

コラムジャ I I
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□編集後記

今年もお馴染みのエコアクション21編集担当の堀内です。

2024年 度も引き続き新しくフレッシュな社員が増え、気が引き締まる思いです !

人数が多くなればなるほど、教育や取組の周知がとても大変です。

入社して早くに環境に関する教育や廃棄物処理法に関する教育を行うようにしているんですが、

入社してすぐだとよく分からないことの方が多いと思います。しかし、実務を少し経験してから再度聞くと理解が深まること

つてありますよね。なので、特に入社して1年 目の社員には数回教育をすることにしています。

環境に関する法律は益々複雑化しています。これは、世界的な流れもあり仕方のないことだと思います。

それを自社でどう取り組んでいくのか、コンプライアンスを徹底するための運用を考え道筋・軸をたてるサポートを

すること、そしてそれを社員が実行していくための教育内容や方法を考えて行うことが、私の役割だと思つています。

上手くいったことし上手くいかなかつたことを経験しながら、これからもエコアクション21に取り組んで参ります。

堀内教育の様子
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